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夏って
　 楽しい～

今月の表紙
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
市
民
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

７
月
９
日
㈪
に
は
、
赤
湯
ふ
た

ば
保
育
園
の
年
中
・
年
長
児
約

90
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
気
温
が
30
度
近

く
ま
で
上
昇
し
、
絶
好
の
プ
ー

ル
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
、「
冷
た
く
て
気
持
ち

良
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、

バ
タ
足
を
し
た
り
、
水
を
か
け

合
っ
た
り
、
潜
っ
て
み
た
り
と

大
は
し
ゃ
ぎ
。
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
か
の
よ
う
に
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
市
民
プ
ー
ル
は
８
月
31
日
㈮

（
13
日
㈪
を
除
く
）
ま
で
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

続
く
暑
い
夏
。
気
軽
に
利
用
で

き
る
市
民
プ
ー
ル
で
、
こ
の
夏

を
快
適
に
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

夏
、
真
っ
盛
り

南
陽
市
民
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ー
ル
オ
ー
プ
ン

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

泫掲載内容は７月23日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳細は主催者等に問い合わせください。

シェルターなんようホール（文化会館）情報月8
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

休館日

休館日

休館日

休館日

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）14:00～20:00和室

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～19:00和室

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～18:00和室

リフォーム相談会（～19日） 住友不動産㈱（☎023-647-8155）10:00～16:00展示
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ダンス練習 18:00～21:00 アップキッズダンススクール
（☎080-5741-4145）練２

「ワンピース音宴」リハーサル合宿
（７月16日～８月５日） シェルターなんようホール（☎40-1222）

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１
13:15～15:30平成30年度合同芸術教室 県立長井工業高等学校（☎0238-84-1662)大ホ

 9:15～12:00 受診該当幼児１歳児健康相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:00～16:00 受診該当幼児３歳児健康診査 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:20～16:00 受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

 9:15～12:00 受診該当幼児２歳児歯っぴー教室 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

10:00～19:30須田眞美子ピアノセミナー（～25日） おおはざま しゅこ（☎090-1933-6390)小ホ

16:00～17:00ヤングアメリカンズワークショップ説明会 ヤングアメリカンズ山形（☎090-3531-3712）練１

9/29「Little Glee Monsterコンサート」
チケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ 6,980円窓口

12/１「天使のおくりもの　聖なるクリスマス」
コンサートチケット市民先行販売（～17日） シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～ 市民・3,600円窓口

12/１「天使のおくりもの　聖なるクリスマス」
コンサートチケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ 3,600円窓口

10/20「ディズニー・オン・クラシック」
チケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ S席8,300円窓口

開演17:00
（開場16:30） シェルターなんようホール（☎40-1222）※チケット完売今井美樹CONCERT TOUR 2018 "Sky" 大ホ

2019/1/20「MISIAコンサート」
チケット市民先行販売（～24日） シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～ 市民・8,800円窓口

10:00～16:30健康まちづくりイベント カーブス南陽長岡（☎50-1080）練１

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

保護者のための就職ガイダンス ㈱マイナビ（☎022-213-8019）19:00～20:30練１

講座「なぜ生きるに学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎023-688-7166)10:00～15:30会１

講座「なぜ生きるに学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎023-688-7166)10:00～15:30会１

ダンス練習 アップキッズダンススクール19:00～21:00練２

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ダンス練習 アップキッズダンススクール19:00～21:00練２
バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１
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問総務課秘書係（☎40－０２４３）

問・　建設課建築住宅係（☎40－８３９６）

問総合防災課（☎40－０２６４）

白岩市政２期目スタート

まちづくりの

市長選は無投票

は
　６月18日㈪に発生した大阪北部を震源とする地震で、ブロック塀の倒壊やそれに伴う人身事故が発生しました。
　ブロック塀等の安全を確保し被害を未然に防ぐため、下記のチェック項目を参考に、安全点検をお願いします。

◆補助対象　通学路に面するブロック造、石造、レンガ
　造、その他の組積造の塀および門柱で、撤去工事（高
　さを50㎝以下にする）を行うもの
※市内業者と契約したものに限ります。
※６月18日㈪以降実施分が対象です。原則、工事着手前
　に申し込みが必要ですが、既に実施済みの方はご相談
　ください。

　南陽市の皆さん、お変わりなくお過ごしでしょうか。
　「第32回ふるさと南陽のつどい」は、オープニング
にビッグ・イベントを用意しました。南陽市合唱協会
による合唱です。ふるさとに思いを馳せながら参加
者の皆さんも一緒に歌い、会場全体に素敵なハーモ
ニーを響かせましょう。
　また、歌謡ショー、各地区代表がさまざまなかくし
芸を披露するアトラクション、恒例の大抽選会などを
企画しています。南陽市の郷土料理、地酒、果物、漬
物に舌鼓を打ちながら懐かしい友人や知人と再会し、

楽しい時間を過ごしませんか。
　今年も貸し切りバス「ふるさと号」を準備して多く
の南陽市民の皆様の参加をお待ちしていますので、ぜ
ひご参加ください。東京南陽会の全員が南陽市民の皆
さんとの再会を心待ちにしています。
※ふるさと号に参加希望の方は、８月23日㈭まで総務
　課庶務係（☎40－０２４５）に申し込みください。
　定員40人になり次第締め切りますので、お早めにお
　願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　■東京南陽会広報部

※道路に面した部分はすべて撤去してください。
◆補助金額　次のいずれか少ない額（上限額20万円）
　①撤去工事費用の８割
　②当該ブロック塀等の見付面積に、１㎡当たり8,000円
　　を乗じて算定した額
※今年度限りの緊急対策として、上限額を20万円に設定
　します。

　この度、市民の皆様のご支援をいただ
き、引き続き市政のかじ取りを担わせてい
ただくこととなりました。選挙戦にならな
かったことは、今まで以上に公正に公平
に、市民の皆様の声に耳を傾けなければな
らないと、改めて責任の重さを痛感してい
ます。
　この４年間、３人っ子政策、幼児保育や
学童保育、医療、介護、除雪、雇用、イン
バウンド、財政健全化等々、市政の課題は
着実に進展してまいりました。
　昨年は市制施行50周年という大きな節目
の年を迎え、記念式典をはじめ合唱や講演
など、市民の皆様が主体となった多くの行
事が開催され、高らかに祝うことができま
した。

　７月22日㈰執行の南陽市長選挙は、７月15日
㈰の告示日に立候補の届出が１人であったため
無投票となりました。
　７月23日㈪に選挙会が行われ、白岩孝夫氏を
当選人と決定。26日㈭、市選挙管理委員会委員
長より当選証書が付与されました。
問選挙管理委員会事務局（☎40－８５３６）

　　年前の市長選挙は、豪雨災害のさなか
でした。50年に一度と言われた豪雨が２年
続けて本市を襲った水害。家屋の中まで入
りこんだ泥。茶色に染まった道路。流木や
がれきに倒れた稲。
　必ず立て直す。できることは全てやる。
そう決意してスタートしたあの夏から４年。
　濁流で落ちた吉野川の吉野橋や白山在家
橋、織機川の四谷橋は、再び架け替えられ、
川幅は広がり、いざという時に備える一斉
避難訓練には多くの市民の皆様に参加して
いただいています。

４

第８代南陽市長 白岩　孝夫

　　　　　次の百周年に向けて、飽くなき
挑戦のスタートです。
　私たちのすばらしいふるさと、南陽市。
　南陽市には南陽市にしかない魅力が数多
くあります。その魅力をさらに輝かせ、シ
ビックプライドとともに次の世代にしっか
りと引き継いでいくため、今後も初心を忘
れず、市民の皆様との対話を大事にしなが
ら、全身全霊で職責を果たすことをお約束
します。
　しかし、私は最も汗をかくべき代表の役
割ではあっても、主役ではありません。
　主役は市民。明日の南陽を創る

さあ、

主人公は、あなたです！

ブロック塀の安全点検をお願いします

■ブロック塀点検のチェックポイント

□１．塀の高さは地盤から２.２ｍ以下か
□２．塀の厚さは10cm以上か
　　　（塀の高さが２ｍ超２.２ｍ以下の場合は15cm以上）
□３．塀の高さが１.２ｍ超の場合、控え壁はあるか
　※塀の長さ３.４ｍ以下ごとに、塀の高さの５分の１以上
　　突出した控え壁があるか。
□４．コンクリートの基礎があるか
□５．塀に傾き、ひび割れは無いか
【専門家に相談しましょう】
□６．塀に鉄筋は入っているか
　※塀の中に直径９㎜以上の鉄筋が、縦横とも80㎝間隔以
　　下で配筋されており、縦筋は壁頂部と基礎の横筋に、
　　横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
　※塀の高さ１.２ｍ超の場合、基礎の根入れ深さは30㎝以上か。

【組積造（レンガ造、石造、鉄筋の
　ないブロック造）の塀の場合】
□１．塀の高さは地盤から１.２
　　　ｍ以下か
□２．塀の厚さは十分か
□３．塀の長さ４ｍ以下ごとに
　　　塀の厚さの１.５倍以上突
　　　出した控え壁があるか
□４．基礎があるか
□５．塀に傾き、ひび割れなど
　　　は無いか
【専門家に相談しましょう】
□６．基礎の根入れ深さは20㎝
　　　以上か

出典：パンフレット「地震から
わが家を守ろう」日本建築防災
協会 2013.1　より一部改

ひび割れ

鉄筋

厚さ

根入れ

控え壁

高さ

厚さ

根入れ

控え壁

高さ

危険ブロック塀の撤去費用の一部を助成します

東京南陽会「第32回ふるさと南陽のつどい」にご参加ください
９月23日㈰、ホテルニューオータニ（東京都）で開催します

【
昨
年
の
様
子
】

　まず外観で以下の項目をチェック□し、１つでも不適合がある場合
や分からないことがある場合は、専門家に相談しましょう。チェック□！

申
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構
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〜
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賜
３
市
５
町
が
目
指
す
新
た
な
連
携
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カ
タ
チ
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問
み
ら
い
戦
略
課
企
画
調
整
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|
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定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
地
方
の
急

速
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
背
景

に
、
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
防
い
で

地
方
圏
へ
の
定
住
を
進
め
る
た
め
の
国

が
定
め
る
広
域
連
携
の
仕
組
み
で
す
。

　

置
賜
３
市
５
町
で
は
、「
置
賜
定
住

自
立
圏
」
を
形
成
し
ま
す
。
米
沢
市
が

「
中
心
市
」
と
な
り
、
近
隣
市
町
が
互

い
に
自
主
性
と
自
立
性
を
尊
重
し
な
が

ら
役
割
分
担
し
、
連
携
・
協
力
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
圏
域
全
体
で
人
口
の

「
定
住
」
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保

し
、「
自
立
」
の
た
め
の
経
済
基
盤
や

地
域
の
誇
り
を
培
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

中
心
市
と
連
携
す
る
意
思
を
も

つ
近
隣
市
町
の
意
向
に
配
慮
し
つ

つ
、地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

◆
役
割　

都
市
機
能
の
整
備

【
平
成
29
年
３
月
30
日　

定
住
自
立
圏

　

形
成
に
向
け
た
正
式
合
意
】

　

米
沢
市
、
長
井
市
、
南
陽
市
、
高
畠

町
、
川
西
町
、
小
国
町
、
白
鷹
町
お
よ

び
飯
豊
町
は
、
平
成
29
年
３
月
30
日
㈭

に
開
催
し
た
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

理
事
会
の
場
に
お
い
て
、
米
沢
市
を
中

心
市
と
す
る
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
正
式
に

合
意
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
２
月
26
日　

中
心
市
宣
言
】

　

米
沢
市
は
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
近

隣
の
７
市
町
と
連
携
し
て
人
口
定
住
の

た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
等
を

図
る
た
め
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意

思
を
表
明
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
６
月
29
日　

定
住
自
立
圏

　

形
成
協
定
締
結
式
】

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
は
、
人
口
定

住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保

に
向
け
て
、
中
心
市
と
近
隣
の
市
町
が

１
対
１
で
「
生
活
機
能
の
強
化
」、

「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」、

「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
連
携
す
る
取
り
組

み
を
定
め
る
も
の
で
、
そ
の
締
結
に
あ

た
っ
て
は
双
方
の
市
町
議
会
の
議
決
が

必
要
で
す
。
置
賜
３
市
５
町
で
は
、
平

成
30
年
６
月
の
各
市
町
議
会
に
、
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
に
関
す
る
議

案
を
上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
29
日
㈮
、
米

沢
市
役
所
で
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締

結
式
を
開
催
し
、
南
陽
市
を
含
む
近
隣

７
市
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
市
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
で
、
置
賜
定
住
自
立
圏
は
、
置
賜

の
将
来
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

【
①
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
】

　

定
住
自
立
圏
に
よ
り
取
り
組
み
を

進
め
る
各
分
野
の
関
係
有
識
者
等
で

構
成
す
る
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
を
、

今
年
の
８
月
か
ら
開
催
し
、
圏
域
の

将
来
像
や
連
携
す
る
取
り
組
み
の
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

【
②
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
】

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の
意
見
を

も
と
に
、
圏
域
の
３
市
５
町
が
協
議

し
て
置
賜
定
住
自
立
圏
の
将
来
像
や

協
定
に
基
づ
き
進
め
る
具
体
的
取
り

組
み
を
記
載
し
た
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
、
12
月
ま
で
に
策
定
し

ま
す
。

【
③
具
体
的
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
】

　

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
具
体
的
な
事
業
を
、
平
成
31
年
度
か

ら
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

南
陽
市
を
含
め
た
置
賜
地
域
の
各
市

町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
置
賜
地
域
全
体
で
人
口
減

少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
平
成
27
年

国
勢
調
査
で
は
約
21
万
５
０
０
０
人
と

５
年
間
で
約
１
万
２
０
０
０
人
、
５
・

３
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
の
地
方
創
生
の
も

と
、
各
市
町
が
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
単
独
市
町
で
す

べ
て
の
課
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し

く
、
市
町
間
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
連
携
を
深
め
、
置

賜
全
体
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

行
い
、
人
口
の
流
出
防
止
と
都
市
圏

か
ら
人
の
流
れ
を
促
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
を
進
め
る
こ
と

で
、
財
政
支
援
や
取
り
組
み
の
優
先

採
択
な
ど
国
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

か
ら
、
置
賜
３
市
５
町
で
は
、
国
の

有
利
な
制
度
を
活
用
し
て
「
置
賜
定

住
自
立
圏
」
の
形
成
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　　

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
中
心
市
の

都
市
機
能
や
近
隣
市
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
活
用
し
、
相
互
に
役
割
を

分
担
し
機
能
を
補
完
す
る
こ
と
で
、

圏
域
全
体
と
し
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
構
想
で
す
。
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
に
つ
い
て
も
、

中
心
市
と
近
隣
市
町
そ
れ
ぞ
れ
が
、

１
対
１
で
協
定
を
締
結
し
互
い
の
連

携
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
中
心
市
に
す
べ
て
の
機
能
や

魅
力
が
集
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

近
隣
市
町
が
寂
れ
る
こ
と
も
な
い
と

考
え
ま
す
。

地
方
定
住
の
た
め
に
市
町
が

連
携
す
る「
定
住
自
立
圏
構
想
」

３
市
５
町
が
連
携
し

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

「
置
賜
定
住
自
立
圏
」
の

仕
組
み

置
賜
定
住
自
立
圏
が

で
き
る
ま
で

定
住
自
立
圏
Ｑ
＆
Ａ

今
後
の
取
り
組
み
（
予
定
）

中
心
市
（
米
沢
市
）

　

定
住
自
立
圏
構
想
を
進
め
る
た
め
に
、

役
割
分
担
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
明
示
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
中
心
市
と
１
対
１
で

締
結
し
ま
す
。

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
と
は

近
隣
７
市
町

（
南
陽
市
・
長
井
市
・
高
畠
町
・

  

川
西
町
・
小
国
町
・
白
鷹
町
・

  

飯
豊
町
）

◆
役
割　

地
域
資
源
の
活
用
保
全

役割分担・
連携・協力

定住自立圏
形成協定　

白鷹町

南陽市南陽市

長井市

飯豊町

川西町 高畠町

米沢市

小国町

【
Ｑ
】
南
陽
市
は
な
ぜ
定
住
自
立
圏
構

　

想
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

【
Ａ
】
置
賜
地
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
、

　

国
か
ら
力
を
借
り
て
地
域
づ
く
り
を

　

進
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

▲米沢市役所で行われた協定締結式で記念撮影する、（左
　から）後藤幸平飯豊町長、仁科洋一小国町長、寒河江
　信高畠町長、内谷重治長井市長、中川勝米沢市長、白
　岩孝夫南陽市長、原田俊二川西町長、佐藤誠七白鷹町長。

【
Ａ
】
互
い
に
役
割
分
担
を
す
る
た
め
、

　

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
Ｑ
】
定
住
自
立
圏
構
想
を
進
め
る
と
、

　

中
心
市
だ
け
が
活
性
化
す
る
の
で
は

　

な
い
か
心
配
で
す
。



30.８.１（７） 30.８.１ （６）

　美しいソプラノの歌声と、華やかできらびやかなトランペットの音色。
　クリスマスの時期に聴きたくなる・・・　そんな名曲の数々をお届けします。

■日時　12月１日㈯開場=午後１時30分／開演=午後２時
■場所　 シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール
■チケット料金（全席指定） 　３,６００円

■期日　平成31年１月20日㈰
■時間　開場＝午後４時／開演＝午後５時
■場所　シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール
■チケット料金（指定席） 　８,８００円

■出演　【トランペット】オマール・トマゾーニ（ロイヤル・コンセルトヘボウ管弦楽団）
　　　　【ソプラノ】マライア・ファン・ストラーレン

ヨーロッパの誇る２人のアーティストの出会いと競演。

天使のおくりもの　聖なるクリスマス

●問合せ先　シェルターなんようホール（文化会館）（☎40－１２２２) ●問合せ先　キョードー東北（☎０２２－２１７－７７８８）　

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※駐車場の台数に限りがありますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

※３歳以上はチケットが必要です。
※駐車場の台数に限りがありますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

◆チケットの市民先行販売を行います
　（１人４枚まで）
▼期　　間　８月10日㈮～17日㈮
▼受付時間　午前９時～午後９時
▼場　　所　シェルターなんようホール（文化会館）
※電話でのチケット予約はできません。
※販売枚数に限りがありますので、お早めにお買い求
　めください。
※市民である証明（運転免許証等）をご持参ください。

◆一般販売について
　（８月18日㈯午前10時～）
▽ローソンチケット【☎0570-084-003・Lコード＝35122】
▽チケットぴあ【☎0570-02-9999・Pコード＝121-518】
▽e＋(イープラス）【http://eplus.jp】
▽インプレサリオ東京チケットセンター【☎050-3161-8171】
▽シェルターなんようホール（初日のみ午前10時から。
　８月19日㈰以降は、午前９時～午後９時／休館日
　＝月曜日）　　　　　　　　　　で販売します。

【予定曲目】

【ソプラノ】
マライア・ファン・ストラーレン

【トランペット】
オマール・トマゾーニ

バッハ・グノー ／アヴェ・マリア
シューベルト／アヴェ・マリア
カッチーニ／アヴェ・マリア
情熱大陸
愛燦燦
虹の彼方に（「オズの魔法使い」より）
クリスマスメドレー
ラプソディ・イン・ブルー　他

※曲目は変更の可能性がございます　
　のでご了承ください。

20th Anniversary

Life is going on and on

ＭＩＳＩＡ
星空のライヴ Ｘ

20th Anniversary

Life is going on and on

ＭＩＳＩＡ
星空のライヴ Ｘ

▼期　　間　８月18日㈯～24日㈮
▼受付時間　午前９時～午後９時
▼場所　シェルターなんようホール（文化会館）
※電話でのチケット予約はできません。
※販売枚数に限りがありますので、お早めに
　お買い求めください。
※市民である証明（運転免許証等）をご持参
　ください。

◆チケットの市民先行販売を
　行います（１人４枚まで）

▽ローソンチケット
【発売日特電＝☎0570-084-622・Ｌコード不要
／発売日午後６時以降＝☎0570-084-002・
Ｌコード＝21912】
▽チケットぴあ
【発売日特電＝☎0570-02-9939・Ｐコード不要
／発売日翌日以降＝☎0570-02-9999・Ｐコード
＝114-471】
▽e＋（イープラス）【http://eplus.jp】
▽シェルターなんようホール（初日のみ午前
10時から。９月９日㈰以降は、午前９時～午後
９時／休館日＝月曜日。※先行販売で予定枚数に
達した場合、文化会館での一般販売はありません。）

◆一般販売について
　（９月８日㈯午前10時～）



えくぼ
絵画展

第27回えくぼ絵画展が７月３
日㈫から８日㈰までシェルタ
ーなんようホール（文化会館）
で開催され、市内外から多く
の力作が寄せられました。
　　　　　（敬称略、順不同）
【一般の部】
　入賞13点（出品数７４点）
【幼児の部】
　入賞16点（出品数２３１点）
【審査員】
　東北芸術工科大学准教授
　青山　ひろゆき氏

　

え
く
ぼ
絵
画
展
へ
の
出
展
は
、
今
回
が

初
め
て
に
な
り
ま
す
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
を
母
胎
、
綿
毛
を
子
ど
も
に

見
立
て
、
親
か
ら
子
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

「
生
命
の
バ
ト
ン
」
が
未
来
永
劫
続
く
よ

う
大
地
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
い

う
願
い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。
作
品
名

は
風
に
舞
う
綿
毛
が
良
い
風
に
吹
か
れ
て
、

無
事
に
大
地
に
運
ば
れ
る
よ
う
、
風
に
想

い
を
託
す
と
い
う
意
味
で
つ
け
ま
し
た
。

同
じ
茶
色
系
統
の
色
の
明
暗
を
つ
け
る
な

ど
、
色
に
調
子
を
つ
け
る
こ
と
が
一
番
苦

労
し
た
点
で
す
。

　

今
後
も
想
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
絵

を
描
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第27回

問社会教育課文化係（☎40-8996）

「最上川源流火焔滝」
中川正太郎（南陽市）

「森羅万象」
上浦常雄（山形市）

幼児の部 一般の部

入 賞 作 品

優秀賞（２点）

最優秀賞

奨励賞（10点）

金賞（２点）

佳作（10点）

銀
賞
（
2
点
）

銅
賞
（
2
点
）

「
ダ
リ
ウ
ス
大
王
へ
の
朝
貢
」

髙
橋
丈
夫
（
米
沢
市
）

「
風
に
託
し
て
」

新
野
裕
美
（
米
沢
市
）

新野裕美さん

【喜びの声】

「もりでとんでいるちょうちょ」
しまぬき　りな
（赤湯ふたば保育園）

「おにとたたかう　ももたろう」
たかなし　はるき
（宮内双葉保育園）

「おいしいピザができました」
すがい　あやな
（つばめ幼稚園）

「パパとくわがたみつけたんだ」
おちあい　はやと
（こばと保育園）

「たのしくおよげ！
  こいのぼり」
みかみ　ひなた
（つばめ幼稚園）

「たか～いマンション」
まつだ　ぜんゆう
（中川児童館）

「こんなかさがほしいな」
すずき　ゆうま
（宮内双葉保育園）

「みんなと
  でぃずにーらんど」
はやし　りな
（宮内認定こども園）

「にじいろけーきが
  たべたいな」
くわばら　はるき
（漆山双葉保育園）

「よぞらのしたでうさぎが
  おはなつみしてるよ」
まつもと　きょう
（赤湯ふたば保育園）

「てんとうむしのおへや」
なかむら　ちはな
（梨郷児童館）

「ティラノサウルスと
  こどもたち」
さとう　あつき
（赤湯幼稚園）

「ボールとたこで
  あそんでるところ」
よしふじ　れんと
（赤湯幼稚園）

「さくらもようのかば」
ごとう  ゆういちろう
（赤湯ふたば保育園）

「
静
寂
」

伊
藤
武
雄
（
米
沢
市
）

「
ブ
ル
ー
ド
メ
ア
」

髙
野
善
弘
（
北
海
道
）

「ギガノトサウルス」
かみむら　ゆうと（赤湯幼稚園）

「ふわふわケーキのうえでジャンプ！
  たのしいな」
やはぎ　ひなた（吉野児童館）

30.８.１（９） 30.８.１ （８）

「
山
道
の
秋
」

竹
田
正
一
（
高
畠
町
）

「
松
島
五
大
堂
に
雪
が
降
る
」

藤
川
茂
雄
（
長
井
市
）

「陽春の笹野寺」
髙橋昌志（米沢市）

「青い縞シャツのY子」
後藤順子（南陽市）

「若い人」
古河重吉（米沢市）

「冬野菜の女王さま」
鳥海アサ子（米沢市）

「餅杉」
江本進（神奈川県）



　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
常
日
ご
ろ
よ
り

本
協
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
本
協
会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。記
念
事
業
と
し
て「
記
念
式
典・

祝
賀
会
」、「
記
念
公
演
」（
鶴
岡
市
の「
黒

川
能
」）、「
50
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
「
会
旗
」
作
成
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
市
当
局
始
め
多
く
の
関

係
各
位
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
「
南
陽

市
芸
術
祭
」
は
、
テ
ー
マ
を
「
〜
広
げ

よ
う　

芸
術
文
化
を
次
世
代
へ
〜
」
と

し
て
11
月
４
日
㈰
か
ら
25
日
㈰
ま
で
開

催
し
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
開
幕
式
典
、

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
総
合
作
品
展
、

い
け
花
展
、
菊
見
茶
会
、
南
陽
こ
ど
も
芸

術
祭
な
ど
で
す
。
こ
の
祭
典
は
、
私
た
ち

の
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
観
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
特

に
、
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
は
子
ど
も
た
ち

の
躍
動
感
溢
れ
る
発
表
会
と
な
り
舞
台

と
会
場
が
一
体
と
な
る
見
事
な
祭
典
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
芸
術
祭
の
会
場
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

芸
術
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
協
会
は
他
の
芸
文
協
会
と
同
様
、
会

員
減
少
や
後
継
者
育
成
な
ど
が
今
日
的

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
未
加
入
の
団
体
に

加
入
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
や

加
入
団
体
が
実
施
す
る
発
表
会
や
展
示

会
な
ど
に
協
力
や
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
芸
術
活
動
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
な
ど
で
す
。
今
年
度

は
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
市
内
２
つ

の
小
学
校
の
夏
休
み
中
に
行
う
「
放
課

後
子
供
教
室
」
の
体
験
活
動
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
や
作
品
づ
く

り
な
ど
を
行
い
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
後
と
も
芸
術
作
品
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
な
が
ら
、
後
継
者

育
成
の
拡
充
に
努
め
、
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
他
市
町
村
と
の
合

同
発
表
や
合
同
展
示
な
ど
の
活
動
も
前

進
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
し
て
一
歩

前
に
踏
み
出
し
、
芸
術
文
化
活
動
が
地
域

を
活
性
化
さ
せ
、
元
気
で
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
な
る
よ
う
に
願
い
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
日
時　
平
成
29
年
12
月
３
日
㈰
午
後
４

　

時
30
分
〜

◆
会
場　
ハ
イ
ジ
ア
パー
ク
南
陽「
南
陽
座
」

◆
参
加
者　
１
０
０
人

◆
式
典
内
容　
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
、
ロ

　

ゴ
マ
ー
ク
（
本
市
出
身
・
清
水
豊
蔵
氏

　

の
作
品
）
入
り
の
会
旗
の
披
露
、
来
賓

　

祝
辞
等

◆
祝
賀
会
内
容　
祝
舞
等
を
行
い
、
50
周

　

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

　

の
芸
文
活
動
の
あ
り
方
等
を
談
笑
し
、

　

穏
や
か
で
盛
大
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た

◆
日
時　
平
成
29
年
12
月
３
日
㈰
午
後
１

　

時
〜

◆
会
場　
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル

◆
入
場
者　
１
３
０
０
人
超

◆
外
部
Ｐ
Ｒ　
Ｎ
Ｃ
Ｖ
、
山
形
新
聞
、
山

　

形
放
送
ラ
ジ
オ
等
で
放
映

　

公
演
に
あ
た
り
、
入
場
さ
れ
た
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て

全
面
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
い
た

た
く
さ
ん
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
誌
部
会
で
は
、
50
周
年
記
念
号

（
第
19
号
）を
発
行
し
ま
し
た
。「
所
属
団

体
・
個
人
会
員
の
活
動
の
紹
介
」
と
「
写

真
で
見
る
50
年
の
あ
ゆ
み
」
を
設
け
た
こ

と
が
特
色
で
す
。
大
切
な
記
録
と
し
て
協

会
発
展
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

南
陽
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
機
関
誌
等
の
発
行
お
よ
び
広
報
の
充
実
】

▽
「
芸
文
だ
よ
り
第
45
号
」
の
発
行

▽
「
芸
文
な
ん
よ
う
第
20
号
」
の
発
刊　

　
（
平
成
31
年
２
月
発
刊
予
定
）

【
南
陽
市
芸
術
祭
の
開
催
】

▽
開
幕
式
典
・
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
（
11
月
４
日
㈰
、
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ

　

う
ホ
ー
ル
）

※

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
総
合
作
品
展（
11
月
４
日
㈰
〜
11
日
㈰
、

　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
）

▽
南
陽
市
小
中
学
生
短
歌
大
会
（
11
月
４

　

日
㈰
〜
11
日
㈰
）

▽
い
け
花
展
（
11
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰
、

　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
）

▽
菊
見
茶
会
（
11
月
11
日
㈰
、
シ
ェ
ル

　

タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
）

▽
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
（
11
月
25
日
㈰
、

　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
）

【
後
継
者
育
成
推
進
事
業
】

▽
子
ど
も
芸
術
文
化
団
体
の
活
動
支
援

　
　

子
ど
も
が
主
体
の
芸
術
文
化
団
体
・

　

グ
ル
ー
プ
の
運
営
や
発
表
活
動
に
対

　

し
、
運
営
活
動
支
援
助
成
金
を
交
付

　

し
ま
す
。
ま
た
、「
放
課
後
子
供
教
室
」

　

へ
の
協
力
と
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▽
加
盟
団
体
発
表
や
展
示
事
業
への
支
援

　
　

加
盟
団
体
が
会
員
の
発
表
や
新
規
会

　

員
の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
開
催
す
る

　

発
表
会
、
展
示
会
、
講
習
会
、
出
前
講

　

座
等
に
対
し
、
事
業
支
援
助
成
金
を
交

　

付
し
ま
す
。

【
芸
術
文
化
功
労
者
の
表
彰
】

▽
表
彰
式
（
平
成
31
年
２
月
11
日
㈪
）

　
　

表
彰
者
規
定
に
基
づ
き
表
彰
し
ま
す
。

芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
充
実
と

　
　
　
　
　
後
継
者
育
成
を
め
ざ
し
て

南
陽
市
芸
術
文
化
協
会

会
長　
　
菊
地　
清

南
陽
市
芸
術
文
化
協
会

50
周
年
記
念
事
業
の
報
告

今
年
度
の
主
な
事
業

記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会

記
念
公
演
「
黒
川
能
」

記
念
誌

会
員
相
互
の
連
絡
・
提
携

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
推
進

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
】

◆
期
日
／
内
容　

▽
11
月
10
日
㈯
／
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

▽
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
／
絵
手
紙
、

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

問合せ先　社会教育課文化係（☎40－８９９６） 南陽市芸術文化協会　第45号

芸
術
文
化
協
会
だ
よ
り

30.８.１（11） 30.８.１ （10）

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

「
和
琴
の
演
奏
」】

◆
団
体
名　
山
口

し
ょ
う
ど
う

松
道
と
松
道
会
社
中

◆
演　
目　
都
の
春



　
南
陽
市
芸
術
文
化
協
会
は
、
香
り
高
い

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
芸

術
文
化
に
関
心
を
持
つ
人
々
や
事
業
所

が
つ
ど
い
、
力
を
合
わ
せ
て
芸
術
文
化
活

動
を
推
し
進
め
る
団
体
と
し
て
昭
和
43
年

11
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

団
体
・
個
人
・
特
別
会
員
を
合
わ
せ
た
約

４
０
０
人
の
会
員
が
、
市
芸
術
祭
を
中
心

と
し
て
地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
員
の
会
費
・

部
門
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
会
費
（
会
員
１
人
あ
た
り
・
年
額
）

　
▽
団
体
・
個
人
加
入
者
＝
１
０
０
０
円

　
▽
特
別
会
員
＝
３
０
０
０
円（
一
口
）以
上

◆
部
門　
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
拓
本
、

　
書
道
、
写
真
、
演
劇
、
映
像
、
能･

謡
曲
、

　
舞
踊
、
詩
吟･

吟
詠
剣
詩
舞
、
民
俗
芸
能
、

　

茶
道
、
華
道
、
文
化
財
、
工
芸
、
民
謡
、

　
口
承
文
芸
、
園
芸
・
樹
石
、
そ
の
他

市
芸
術
文
化
協
会
を
　
　

紹
介
し
ま
す

役
員
と
事
務
局
体
制

活
動
紹
介
【
舞
踊
】

部
門

団
体
名

代
表
者
名

文
学

音
楽

美
術

拓
本

書
道

舞
踊

詩
吟

写
真

映
像

宮
内
ア
ラ
ラ
ギ
会

牧
野　
　
房

琴
城
流
大
正
琴
琴
南
会

置
賜
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

置
賜
フ
リ
ー
歌
謡
会

南
陽
市
バ
ン
ド
連
絡
協
議
会

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル･

セ
ン
プ
レ

蒼
土
会

南
陽
拓
本
研
究
会

墨
友
会

珠
香
会

入
木
会

南
陽
写
友
会

若
柳
会
赤
湯
教
室

南
陽
８
ミ
リ
ク
ラ
ブ

虎
鷹
吟
詠
会
中
川
耕
心
塾

宮
内
公
民
館
書
道
教
室

香
墨
会

若
柳
流
え
ぼ
し
会

若
柳
会
桜
木
町
教
室

南
陽
藤
間
会

宮
内
民
謡
研
究
会

赤
湯
民
踊
サ
ー
ク
ル

ア
プ
ア
・
ケ
ア･

オ
カ
ラ
ニ･

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
愛
好
会

Ａ
ｋ
ａ
ｙ
ｕ
ダ
ン
サ
ー
ズ

三
門
舞
踊
会

三
門
三
都
凰
会

日
本
舞
踊
藤
波
会

桜
柳
会

侃
鶯
会
南
陽
舞
踊
部

小
川
よ
み
子

中
村　
　
敬

山
口　
博
志

嵐
田　
郁
夫

小
関　
文
典

片
桐　
　
登

阿
部　
昭
吉

大
橋　
良
一

相
沢　
和
子

鈴
木　
　
司

佐
藤　
吉
栄

鈴
木
み
さ
子

曽
根
原　
力

小
林　
敏
朗

板
垣　
正
雄

佐
藤
千
代
子

曽
根
原
栄
子

片
桐　
和
子

近
野　
京
子

山
川　
恒
子

伊
藤
佐
喜
子

梅
川
知
恵
子

曽
根
原
照
子

山
木　
洋
子

須
貝
ヤ
ス
ノ

石
田　
幸
子

佐
藤　
博
子

石
黒　
桂
子

市芸術文化協会加盟団体・個人 

　趣味は、あなたの暮らしに
潤いを与えてくれます。市芸
術文化協会では、会員を募集
しています。ぜひご加入くだ
さい。
　前記の加盟団体への団体会
員加入のほか、新規団体での
加入や個人会員としても加入
できます。
　詳しくは社会教育課文化係
（☎40－８９９６）にお問い合
わせください。

会員を募集しています

問合せ先　社会教育課文化係（☎40－８９９６） 南陽市芸術文化協会　第45号

30.８.１（13） 30.８.１ （12）

【
各
委
員
会
活
動
の
推
進
】

▽
市
報
「
芸
文
だ
よ
り
」、
機
関
誌
「
芸

　

文
な
ん
よ
う
」
編
集
委
員
会
の
設
置

▽
芸
術
祭
各
種
委
員
会
（
代
表
者
会
議
、

　

芸
能
部
門
、
展
示
部
門
、
広
報
・
広
告

　

協
賛
部
門
）
の
設
置

▽
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
実
行
委
員
会
の
設
置

▽
南
陽
市
小
中
学
生
短
歌
選
者
会
の
設
置

【
会
議
・
研
修
会
の
開
催
】

▽
本
協
会
各
会
議
の
開
催

▽
他
市
町
村
芸
術
文
化
団
体
と
の
交
流

　

研
修
（
置
賜
地
区
文
化
団
体
連
絡
協
議

　

会
へ
の
参
加
・
小
国
町
担
当
）

【
文
化
会
館
芸
術
文
化
事
業
へ
の
協
力
】

　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
で
実
施

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
事
業
に
、

市
担
当
部
局
等
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
活
動
】

　
「
芸
文
な
ん
よ
う
」
等
の
広
報
誌
を
通

し
、
市
内
の
文
化
財
の
保
護
・
活
用
等
広

報
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▽
地
域
の
文
化
振
興
へ
の
理
解
と
協
力

▽
芸
術
文
化
事
業
の
共
催
な
ら
び
に
後
援

▽
平
成
30
年
度
第
56
回
県
民
芸
術
祭
協
賛

　

事
業
へ
の
参
加
（
９
月
２
日
㈰
〜
平
成

　

31
年
１
月
31
日
㈭
）

▽
置
賜
こ
ど
も
芸
術
祭
舞
台
芸
術
部
門

　
（
10
月
13
日
㈯
、
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル

　
「
ま
ほ
ら
」）

▽
未
加
入
団
体
や
個
人
会
員
への
勧
誘
活
動

▽
当
協
会
用
の
倉
庫
購
入
資
金
の
積
立

　

今
年
度
の
役
員
と
事
務
局
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
顧
問
】
山
口
富
士
男（
美
術
）、渡
部
俊
一

　
（
映
像
）

【
会
長
】
菊
地
清
（
詩
吟
）

【
副
会
長
】
髙
橋
茂
子（
茶
道
）、佐
貝
清
志

　
（
美
術
）

【
事
務
局
長
】
髙
橋
恵
美
子
（
茶
道
）

【
常
任
理
事
】
北
澤
茂
男
（
音
楽
）、
小
川

　

弘
（
書
道
）、
相
沢
和
子
（
書
道
）、

　

大
場
博（
映
像
）、
佐
藤
博
子（
舞
踊
）、

　

鹿
場
正
志（
詩
吟
）、
川
合
ひ
さ
子（
工

　

芸
）、
大
道
寺
幸
子
（
工
芸
）

【
理
事
】
佐
野
憲
一
（
文
学
）、
佐
藤
和
歌

　

子
（
音
楽
）、
大
津
孝
幸
（
音
楽
）、
中

　

村
隆
太
郎（
音
楽
）、鎌
田
一
郎（
美
術
）、

　

原
口
茂
毅
（
美
術
）、
仲
島
健
一
（
拓

　

本
）、
板
垣
正
雄
（
書
道
）、
青
木
俊
輔

　
（
写
真
）、
須
貝
ヤ
ス
ノ
（
舞
踊
）、
石

　

田
幸
子（
舞
踊
）、
石
黒
桂
子（
舞
踊
）、

　

平
勝
子（
茶
道
）、安
部
眞
喜
子（
華
道
）、

　

門
間
知
子（
華
道
）、
菅
野
敏
子（
口
承
）

　

鈴
木
文
雄
（
民
謡
）

【
監
事
】
手
塚
道
夫
（
美
術
）、
鈴
木
司

　
（
書
道
）

【
事
務
局
員
】
大
場
博
（
映
像
）、
鎌
田
一

　

郎
（
美
術
）、
星
美
喜
（
書
道
）

【
事
務
局
担
当
】
後
藤
千
佳
子
（
社
会
教

　

育
課
文
化
係
長
）、佐
藤
真
二（
同
主
事
）

　　

私
た
ち
は
、
民
謡
「

か
ん
お
う

侃
鶯
会
」
の
南
陽

舞
踊
部
で
す
。

　

唄
を
は
じ
め
、三
味
線
・
尺
八
・
太
鼓
・

掛
け
声
と
す
ば
ら
し
い

じ
か
た

地
方
さ
ん
た
ち

に
恵
ま
れ
、
毎
回
気
持
ち
良
く
踊
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場

も
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
11
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
日
本
民
謡
協
会
の
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

私
た
ち
舞
踊
部
は
、
月
２
回
金
曜
日
に

高
畠
町
糠
野
目
の
生
涯
学
習
館
や
沖
郷

公
民
館
、
ま
た
は
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

ホ
ー
ル
の
練
習
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
時
は
、「
間
違
っ
た
」
と
言
っ
て
は

大
笑
い
、「
う
ま
く
踊
れ
た
」
と
言
っ
て

は
大
笑
い
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
休
憩
時
に
は
、
会
員
の
方
が
、

持
参
し
て
き
た
抹
茶
と
茶
せ
ん
、
お
湯
の

入
っ
た
ポ
ッ
ト
、
人
数
分
の
茶
器
を
使
っ

て
お
茶
を
た
て
て
く
れ
る
な
ど
、
ま
る
で

茶
道
教
室
さ
な
が
ら
で
す
。
お
い
し
い
お

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
が
は
ず
み
、

ま
た
笑
い
が
広
が
る
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
会

前
は
特
訓
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

侃
鶯
会
南
陽
舞
踊
部
は
、
こ
の
よ
う
な

教
室
で
和
気
あ
い
あ
い
と
長
く
続
い
て

い
る
会
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
仲
間
に
入
っ
て
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

侃
鶯
会
南
陽
舞
踊
部　

　
代
表　
石
黒　
桂
子

「
皆
さ
ん
も
、

　
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」▲ふるさと舞踊まつりの様子

▲創設40周年記念民謡発表会の様子

▽
は
ま
だ
屋
　
様

▽
㈲
宮
内
印
刷
　
様

▽
㈱
山
南
自
動
車
　
様

▽
青
木
　
勲
　
様

▽
板
垣
俊
一
　
様

▽
板
垣
致
江
子
　
様

▽
伊
藤
俊
美
　
様

▽
梅
川
信
治
　
様

▽
遠
藤
榮
吉
　
様

▽
大
沼
豊
広
　
様

▽
片
平
志
朗
　
様

▽
川
合
　
猛
　
様

▽
佐
藤
　
明
　
様

▽
島
津
善
衞
門
　
様

▽
白
岩
孝
夫
　
様

▽
髙
橋
　
篤
　
様

▽
高
橋
一
郎
　
様

▽
髙
橋
　
弘
　
様

▽
田
中
貞
一
　
様

▽
殿
岡
和
郎
　
様

▽
長
濱
洋
美
　
様

▽
舩
山
利
美
　
様

▽
山
口
裕
昭
　
様

▽
山
口
正
雄
　
様

【
特
別
会
員
】

部
門

団
体
名

代
表
者
名

華
道

工
芸

口
承
文
芸

民
謡

個
人
会
員

表
千
家　
平
社
中

平　
　
勝
子

平　
　
チ
ヱ

池
坊　
平
社
中

池
坊　
安
部
社
中

小
原
流　
門
間
社
中

池
坊　
渡
辺
社
中

伝
統
工
芸

Flow
er friend 

夢
花
工
房

輪
と
和
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

南
陽
侃
鶯
会

赤
湯
侃
鶯
会

美
術

茶
道
美
術

民
話
会
ゆ
う
づ
る

音
楽

茶
道

文
化
財

工
芸

工
芸

安
部
眞
喜
子

門
間　
知
子

渡
辺　
美
保

川
合
ひ
さ
子

後
藤　
洋
子

大
道
寺
幸
子

島
貫　
孝
一

石
田　
幸
子

相
澤　
裕
一

横
井　
悦
子

江
本　
　
進

菅
野　
敏
子

須
貝　
智
郎

鹿
又　
優
子

鈴
木　
孝
一

渋
川　
敦
子

後
藤　
元
男

表
千
家　
髙
橋
宗
絲
社
中

髙
橋　
茂
子

茶
道



▼内閣総理大臣からのメッセージを読み上げる深澤分会長。

グラスを片手に　ワイナリー巡り
　「ワインツーリズムやまがた２０１８」が７月８
日㈰、南陽・上山の両市で初めて開催されました。
移動手段としてワイナリー各社等を結ぶシャトルバ
スを運行。県内外からの参加者約３５０人は思い思
いにワイナリーを巡り、有料・無料の試飲や工場見
学等で生産者との交流を楽しむとともに、街の散策
を通じ、地域の食や文化に触れ親しんでいました。

▼自分のワイングラスを持ち運べるように配られた布製のグラス
　ホルダーを首にかけ、じっくりとワインの試飲を楽しむ参加者。

犯罪のない社会づくりに協力を
　６月28日㈭、犯罪や非行の防止を目的とした「社
会を明るくする運動」のメッセージ伝達が市役所で
行われました。この運動は、犯罪や非行のない明る
い社会を築くための全国的な運動で、東置賜地区保
護司会の深澤功一南陽分会長から、内閣総理大臣の
「犯罪のない幸福な社会づくりに協力をお願いしたい」
というメッセージが大沼副市長へ手渡されました。

ワンピース「音宴」メンバー、シェルターなんようホールで合宿中

　昨年の「ブラスト！」に引き続き、大ヒットアニメ「ONE PIECE」を題材にした”未踏のブラス・エンターテイ
メント”が東京都で開催されるにあたり、シェルターなんようホールでリハーサル合宿が行われています。
　７月16日㈪には、メンバーやスタッフ等、日米総勢約50人がシェルターなんようホールを訪れ、歓迎式が行わ
れました（写真①）。市内中学校・高校の代表生徒が英語を交えたスピーチを行ったほか、宿泊所となる赤湯温泉
旅館の女将「おかめ会」による三味線の演奏が披露されるなど、関係者の来市を心から歓迎しました。
　また、滞在期間中には、「青少年海外音楽交流事業」として、市内中学校・高校でのアウトリーチ活動を実施。
メンバーら10人が各校の吹奏楽部を訪問しました。このうち、初日となった７月23日㈪の南陽高校（写真②）、沖
郷中学校（写真③）では、メンバーが演奏を披露したり、吹奏楽部員に実技指導を行ったりするなど交流を行いま
した。リハーサル合宿は、８月５日㈰まで行われる予定です。

30.８.１（15） 30.８.１ （14）

今月の
スマイ

ル

水害に備え　防災意識を向上

▲毛布等を用いて要救助者を搬送する方法を真剣に学ぶ参加者。

【写真①歓迎式】【写真①歓迎式】 【写真③アウトリーチ活動（沖郷中学校）】【写真③アウトリーチ活動（沖郷中学校）】【写真②アウトリーチ活動（南陽高校）】【写真②アウトリーチ活動（南陽高校）】

きびきびと　訓練の成果披露
　「市消防操法大会」が７月15日㈰、南陽消防署駐
車場で行われ、各分団の選抜隊員が消防用機械器具
の取扱技術を競いました。「小型ポンプの部」では、
ポンプから放水して的を倒すまでの時間、正確性等
を審査。審査の結果、優勝した第４分団（漆山・７
組）が、「ポンプ自動車の部」で推薦された第７分団
（赤湯・森前）と８月５日㈰の県大会に出場します。

▼一致団結して日ごろの訓練の成果を披露する団員たち。

　赤湯中学校や地域住民・施設入所者等が参加した
「地域総合型避難訓練」が７月５日㈭、同校で行われ
ました。吉野川の水位上昇により避難勧告等が出され
たという想定で、同校の２階以上へ避難。水位の低
下を待ち全員が体育館へ避難しました。その後消防
署員による防災講話と演習が行われ、参加者は要救
助者の搬送方法を学ぶなど、防災意識を高めました。

南陽市自慢のさくらんぼ　ズラリ

▲さくらんぼ品評会には大粒で糖度の高い佐藤錦が並びました。

▲チームメイトが見守る中、地面に置かれた四角い木の的「クッブ」
　に狙いを定めて丸い木の棒「カストピンナ」を投げる参加者。

世代を超えて　スポーツに挑戦
　「第28回市スポーツ・レクリエーション大会」が
７月１日㈰、市民体育館等で行われました。健康
ウォーキング、卓球等の競技に子どもから大人まで
約90人が参加。中央花公園では、チームに分かれ
て木の棒を投げ、地面の的を倒して勝敗を競うス
ポーツ「クッブ」を実施。１投ごとに「おしい」「もっ
と右」と声が飛ぶ等、白熱した試合が行われました。

　「市農業祭さくらんぼまつり」が６月23日㈯、JA山
形おきたま南陽愛菜館前で開かれ、佐藤錦の品評会
や地元農産物の販売等に多くの人が訪れました。
【品評会最優秀賞受賞者】▽パック詰めの部＝長谷
部翔太さん（沖郷）▽バラ詰めの部＝遠藤稔さん（同）
※長谷部さんと遠藤さんは、同20日㈬のJA全農山
形等による佐藤錦品評会でも最優秀賞を受賞しました。



みんなで声かけ、熱中症を予防しよう！

この症状はもしかして熱中症？　落ち着いて対処しましょう

【チェック①】
 熱中症を疑う

【チェック④】
 症状は改善した？

【チェック②】
 意識はある？

【チェック③】
 自分で水が飲める？

問合せ先
すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

健康づくり発信局・受付時間においでください。
・各担当医は変更になる場合があります。
・けん診・予防接種については、市ホームページでもご覧になれます。
　　　　　　　　問合せ先　すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

保健と予防保健と予防
HEALTH健康だより

市民の健康づくりを応援する「健康なんよう21（第２次）」から

Ｂ型肝炎 １歳未満（標準的な接種時期
は、満２か月～９か月未満）

Ｈｉｂ（ヒブ） 平成30年６月生まれの方 満２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌 満２か月～５歳未満

ＢＣＧ 満５か月～８か月未満
（標準的な接種時期）平成30年３月生まれの方

満３か月～７歳６か月未満平成30年５月生まれの方四種混合

麻しん風しん
第１期 満１歳～２歳未満

平成29年８月生まれの方

日本脳炎第１期 満３歳～７歳６か月未満平成27年８月生まれの方

水痘 満１歳～３歳未満

予防接種 対象者 接種期間

●８月の予防接種開始対象者

（持ち物）予診票、母子健康手帳
※誕生日以降に接種してください。

30.８.１（17） 30.８.１ （16）

平成30年５
月生まれの
方と前回未
受診の方

●３～４か月児健診

９/７
㈮

午後１時10分
　～１時30分

健康長寿
センター

公立置賜
総合病院
小児科・
整形外科

月日 受付時間 場所 内容 担当 対象者

診察（小児
科・整形外
科）、お話

（お　話）離乳食の進め方、予防接種の受け方
（持ち物）母子健康手帳、問診票、替えオムツ数枚、バスタオル
※会場に着いてから診察が終わるまで、授乳を控えてください。
※終了時間は午後４時頃です。

問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

（持ち物）母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
※該当者には個別に通知します。
※子どもの健康状態をわかる方が付き添ってください。
※フッ素塗布は希望者に自己負担５００円で実施します。

　問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

８/28
㈫

午前９時15分
　～９時30分

午前10時
　～10時15分

シェルター
なんよう
ホール

斎藤　忠範

月日 受付時間 場所 内容 担当医 対象者

●２歳児歯っぴー教室

歯科診察、
フッ素塗布、
その他

平成28年１月
生まれの方と前
回未受診の方
平成28年７月
生まれの方と前
回未受診の方

午前７時30分
　～９時

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）保険証、健診票、自己負担金、その他必要とする物
◆対象者
【特定健診・後期高齢者健診】①昭和54年３月31日までに
　生まれた方で南陽市国民健康保険被保険者の方②山形県
　後期高齢者医療広域連合被保険者の方
※①②以外の方は、保険証に記載してある医療保険者が行
　う健診を受けてください。
【胃がん・大腸がん・呼吸器検診】昭和54年３月31日まで
　に生まれた方

８/20
㈪

南陽検診
センター 郡山中

月日 受付時間 場所 地区

●特定健診、胃がん・大腸がん・呼吸器検診

むし歯なかったよ ６月の３歳児健診でむし歯がなかった子どもたち

はせべ　たくま くん わたなべ　れん くん

あおき　さき ちゃん うちがまえ　りゅうた くん おおば　ゆうせい くん おかだ　しょうき くん きむら　かほ ちゃん

すずき　だいと くん たかはし　ひなた くん たかはし　りよ ちゃん たかはし　れん ちゃん

むらかみ　ひなの ちゃん やまぎし　ゆき ちゃん やまぐち　えいみ ちゃん よこやま　らんな ちゃん

こせき　ともき くん

とくまさ りょうたろう くんこまつ　ひまり ちゃん

▶▶▶市内では昨年度、幅広い年代の方が熱中症の疑
いで救急搬送されています。屋外での活動中だけでは
なく、気温の高い日の室内や車の中で具合が悪くなる
ケースもあり、注意が必要です。日ごろの予防対策を
心掛け、応急処置も知っておきましょう。
■こんな日やこんな人は特に注意しましょう
▽気温・湿度が高い、風が弱い、急に暑くなった日
▽高齢者・乳幼児、肥満の人、体調の悪い人、暑さに
　慣れていない人

■熱中症予防のポイント
▽飲み物を持ち歩き、のどが渇く前にこまめな水分補
　給を心掛けましょう
※アルコールは尿の量を増やし、体内の水分を排泄し
　てしまうため、水分補給には適しません。
▽外出時は日陰、室内ではエアコンや扇風機を上手に
　使いましょう
▽暑さに負けない体づくりも大切です。十分な休養と
　栄養を心掛けましょう

●子宮頸がん・乳がん検診（集団検診）

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）検診票、自己負担金（「新たなステージに入った
　がん検診の総合支援事業」の対象者には自己負担金を全 
　額助成します。送付されている無料クーポン券を受付に
　お出しください）

午後１時
　～１時30分

南陽検診
センター

宮崎、露橋、関根、
島貫

月日 受付時間 場所 地区 対象者

８/28
㈫

《子宮頸がん検診》
20歳以上の女性
《 乳 が ん 検 診 》
40歳以上の女性
（年齢は平成31年 
 ３月31日時点）

９/３
㈪ 郡山西

８/22
㈬ 坂井、鍋田、中ノ目

夏を元気に！

わき くび

また

飲める

飲めない

改善した

改善しない

▶めまい・失神
▶高体温
▶筋肉痛・こむら返り
▶大量の汗
▶意識障害・けいれん
▶手足の運動障害
▶頭痛・吐き気・嘔吐

上記症状がある場合は
【チェック②】へ

▽ポイントは、
　暑いところに
　いたかどうか
▽人により症状
　はさまざま

◆塩分と水分を補給
【チェック④】へ

◆気分が回復するまで
　しばらく安静に

ある

ない

◆涼しい場所に移動
◆服をゆるめ、体を冷やす
【チェック③】へ

▲集中的に冷やすポイント

◆救急車を要請
◆服をゆるめ、
　体を冷やす

医療機関を受診しましょう
▽発症時の環境や状況をできるだけ詳しく伝える
▽持病や、飲んでいる薬があればその情報も医師に
　伝える歯周疾患検診を受けましょう

　市と山形県後期高齢者医療広域連合では、歯周疾患の
予防を目的に、歯周疾患検診を実施しています。
　この機会にぜひ受診しましょう。

泫歯科医療機関休診日を除きます。
（実施主体）①南陽市②山形県後期高齢者医療広域連合
（受診方法）①②希望する指定医療機関に直接電話で日時
　を予約してください
※②の場合は、「山形県後期高齢者医療広域連合の歯周疾
　患検診」と伝えてください。
（持ち物）①受診券②受診券、受診票、保険証
※受診券は既に送付済みです。
※新たに受診を希望する方は、問い合わせください。
問・　▽①すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）
▽②山形県後期高齢者医療広域連合事業課給付係
（☎０２３７－84－７１００）

12/31㈪
まで泫

県歯科医
師会に所
属の歯科
医療機関

昭和17年４月１日から昭和18年
３月31日に生まれた方で後期高
齢者医療被保険者証をお持ちの方

40・50・60・70歳の方
（平成30年4月1日現在）

期間 場所 対象者 料金

500円

無料

①

②

（持ち物）母子健康手帳、筆記用具、バスタオル、エプロン、
　記名したガーゼ、三角巾、おしぼり・スプーン等（お子
　さん用）、調理実習代１００円
※準備の都合上、８月24日㈮まで予約をお願いします。
※母乳の方は授乳を済ませてきてください。
※終了時間は正午頃です。

　問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

８/30
㈭

午前９時40分
　～９時55分

健康長寿
センター

月日 受付時間 場所 内容 対象者

●ごっくんくらぶ（離乳食実習）

お話（赤ちゃんの栄
養）、調理実習等

離乳期の子どもを
もつ保護者の方お
よび希望する方



ど
き
ど
き
文
化
財

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
56

問
社
会
教
育
課
文
化
係
（
☎
40 

― 

８
９
９
６
）

も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
つ
ぞ
う

　

赤
湯
地
区
の
烏
帽
子
山
八
幡
宮
に

は
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
「
木
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
」
が
あ
り
ま
す
。
仏

身
の
み
の
高
さ
が
33
㎝
あ
り
、
縦
に

長
い

ず　

し
厨
子
（
仏
具
）
に
納
め
ら
れ
丁

寧
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
の

渦
巻
き
状
の

ほ
う
は
つ

宝
髪
は
縄
状
に
束
ね
ら

れ
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
、
中

国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
京
都
嵯
峨

せ
い
り
ょ
う
じ

清
涼
寺
本
尊
と
似
た
清
涼
寺
式
の
珍

し
い
彫
像
で
す
。眼
は

び
ゃ
く
ご
う

白
毫（
※
１
）

と
と
も
に
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、玉
眼

が
入
っ
て
い
れ
ば
、
端
麗
な
お
顔
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
う
は
い

光
背

（
※
２
）は

き
ょ
し
ん
こ
う

挙
身
光
と
称
さ
れ
る

か
え
ん

火
焔

型
を
し
て
、
透
か
し
彫
り
が
細
か
く

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
か
で
優
し
さ

に
満
ち
た

そ
う
ご
う

相
好
（
表
情
）
は
人
々
の

心
を
ひ
き
つ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
も
と

は
赤
湯
地
区
の
清
水
町
地
区
に
あ
っ

た
真
言
宗
当
山
派

し
ん
ざ
ん
じ

深
山
寺
の
本
尊
で
、

深
山
権
現
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
深
山

寺
を
開
山
す
る
に
あ
た
り
僧
侶
が
京

都
方
面
か
ら
求
め
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
深
山
寺
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
清
水
町
地
区
は
深
山
地

区
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
八
幡

神
社
の
神
職
で
あ
る
新
山
家
が
深
山

寺
の
住
職
を
33
代
務
め
ま
し
た
が
、

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
の
神
仏
分

離
令
に
よ
り
廃
寺
と
な
り
、
住
職
は

神
職
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
現
地

に
深
山
寺
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

烏
帽
子
山
八
幡
宮
に
深
山
寺
境
内
の

建
物
配
置
図
が
残
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

烏
帽
子
山
八
幡
宮
は
、
も
と
は
赤

湯
地
区
の
北
町
地
区
の
八
幡
沢
に
あ

り
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
社

殿
が
湯
の
山
（
現
在
の
烏
帽
子
山
）

に
う
つ遷

さ
れ
ま
し
た
。

し
ん
え
ん

神
苑
（
神
社
の

境
内
・
庭
園
）
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、

毎
年
花
見
客
で
湯
の
山
は
黒
山
の
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
神
社
を
中

心
と
し
た
湯
の
山
の
公
園
は
、
当
時

か
い
ら
く
え
ん

偕
楽
園
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
後

に
烏
帽
子
石
が
あ
る
こ
と
か
ら
烏
帽

子
山
公
園
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
佐
藤
庄
一

※
１
＝
仏
像
の
額
に
あ
る
小
さ
な
コ
ブ
。

　

白
い
毛
が
右
巻
き
に
丸
ま
っ
て
お

　

り
、
常
に
光
を
放
つ
と
さ
れ
る
。

※
２
＝
仏
像
の
背
後
に
つ
け
る
装
飾
。

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」（
市
指
定
文
化
財
）

オススメの一冊

新着図書紹介
［配置場所］新着コーナー
・琴乃木山荘の不思議事件簿

大倉崇裕／著
・道具箱はささやく　長岡弘樹／著
・若山曜子のワンボウルサラダ

若山曜子／著
・脱！あがり症　　渡邉由規／著

［配置場所］こどもの森コーナー
・あのねあのね　えがしらみちこ／作
・ぼく、おたまじゃくし？

田島征三／作・絵
・雨ふる本屋と雨もりの森

日向理恵子／作
・まわるよる　tupera tupera／さく

※読書感想文課題図書もそろって
　いますので、ぜひご利用ください。

図書館だより
市立図書館（☎43－2 2 1 9 ）

○は休館日

8 月の図書館カレンダー
土金木水火月日

　「ワンダー」「もうひとつのワ
ンダー」のブラウン先生による、
３６５個の格言を集めた格言帳。「新
しい１日を、人生で助けになってく
れる言葉といっしょに迎えてほし
い」そんな思いが込められた一冊です。

Ｒ.Ｊ.パラシオ／作
出版／ほるぷ出版

３６５日のＷＯＮＤＥＲ
ブラウン先生の格言ノート

30.８.１ （18）

第31回（平成29年度）

　桐　真祐美 さん　　
沖郷小学校４年

【かたぎり　まゆみ】

須藤克三賞 最優秀作品紹介

イベント

　読み聞かせ室で開催します。どなたでも参加できますの
で、ぜひお立ち寄りください。
【おはなし会】※今月の「どんぐりおはなし会」は休みです。
■おばあちゃんのおはなし会（話し手＝更正保護女性会）
　▽日時　８月４日㈯・９月１日㈯午前11時
■しんちゃんおはなし会（話し手＝しんちゃんおはなし会）
　▽日時　８月25日㈯午前11時
【市立図書館おたのしみ会】　
　▽日時　８月18日㈯午前11時

■南陽写友会　写真展
　▽期間　８月３日㈮～12日㈰
　　　　　※初日は午後１時から、最終日は午後５時まで。
■登坂弘美習字教室　書道展
　▽期間　８月17日㈮～31日㈮
　　　　　※初日は午前11時から、最終日は午後４時まで。

えくぼプラザ 市民ギャラリー （午前９時～午後９時）
問赤湯公民館（☎43－3 4 6 6 ）

開 館 時 間

午前10時～午後８時火～金曜
午前10時～午後５時土・日曜
午前10時～午後５時11日㈯・15日㈬
午前10時～午後３時29日㈬

※次回（９月１日号）は、創作童話（小学校高学年）の部「ぼくらのお気に入りの場所」島貫律さんの作品を紹介します。

　

こ
れ
は
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
ハ
ロ
ー
の

お
話
で
す
。

　

ハ
ロ
ー
は
、
と
て
も
は
ず
か
し
が
り

や
で
し
た
。
は
ず
か
し
く
て
、
友
だ
ち

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

て
か
と
い
う
と
、
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
へ

行
こ
う
と
す
る
と
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て

は
り
が
立
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
間
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
ん
ぐ
り
森
の
一
番
真
ん
中
に
あ

る
、
一
番
大
き
な
木
の
そ
ば
で
、
り
す

の
ス
ー
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
あ
っ
。
ス
ー
ち
ゃ
ん
だ
。
今
日
は
一

　

人
で
い
る
ん
だ
な
。」

と
、
ハ
ロ
ー
は
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
ス
ー

ち
ゃ
ん
は
、
森
の
み
ん
な
の
人
気
者
で
、

い
つ
も
ま
わ
り
に
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
は
、
ず
っ
と
前
か
ら

ス
ー
ち
ゃ
ん
と
友
だ
ち
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、た
く
さ
ん

の
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、
ス
ー
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、ス
ー

ち
ゃ
ん
が
一
人
だ
っ
た
の
で
、
話
し
か

け
る
に
は
ぜ
っ
こ
う
の
チ
ャ
ン
ス
で
し

た
。

　
ハ
ロ
ー
は
、
深
こ
き
ゅ
う
し
ま
し
た
。

「
ふ
う
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、
木
の

葉
が
カ
サ
カ
サ
と
な
り
ま
し
た
。
大
き

く
深
こ
き
ゅ
う
し
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。

　

ス
ー
ち
ゃ
ん
が
、
こ
ち
ら
を
向
き
ま

し
た
。
ス
ー
ち
ゃ
ん
と
目
が
合
っ
た
と

た
ん
、
ハ
ロ
ー
は
何
を
言
っ
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
せ
な
か

の
は
り
も
だ
ん
だ
ん
立
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
を
見
て
、
ス
ー
ち
ゃ
ん
は

キ
ャ
ー
と
さ
け
び
な
が
ら
、
に
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
は
、
と
て
も
が
っ

か
り
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
う
ま
く
い

か
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
さ
み
し

い
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ん
で
き

て
、
し
ぜ
ん
と
な
み
だ
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
流
れ
て
く
る
な

み
だ
を
ふ
い
て
い
る
と
、
と
つ
ぜ
ん
、

「
ど
う
し
た
ん
だ
い
、
ハ
ロ
ー
。」

と
、
後
ろ
か
ら
声
が
し
ま
し
た
。
ふ
り

む
く
と
、
フ
ク
ロ
ウ
は
か
せ
が
い
ま
し

た
。
ハ
ロ
ー
は
、
な
や
み
を
フ
ク
ロ
ウ

は
か
せ
に
相
談
し
ま
し
た
。
フ
ク
ロ
ウ

は
か
せ
は
、
ハ
ロ
ー
に
言
い
ま
し
た
。

「
友
だ
ち
の
前
で
き
ん
ち
ょ
う
し
て
し

　

ま
う
の
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考

　

え
て
い
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

　

友
だ
ち
が
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
を
や
っ
て

　

み
た
ら
ど
う
か
な
。」

　

ハ
ロ
ー
は
、
み
ん
な
が
ど
ん
な
こ
と

で
よ
ろ
こ
ぶ
の
か
、
朝
起
き
て
か
ら
夜

ね
る
ま
で
、
毎
日
毎
日
考
え
つ
づ
け
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
森
の
木
の
葉
が
赤
や
黄
色

に
な
って
き
た
こ
ろ
、
動
物
た
ち
が
「
寒

く
な
っ
て
き
た
か
ら
着
る
物
が
ほ
し

い
。」
と
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
は
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

「
そ
う
だ
。
ぼ
く
の
は
り
を
使
っ
て
服

を
作
ろ
う
。」
赤
や
黄
色
の
落
ち
葉
を

た
く
さ
ん
ひ
ろ
っ
て
き
ま
し
た
。
植
物

の
く
き
や
木
の
か
わ
で
糸
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ハ
ロ
ー
の
体
の
は
り

を
と
っ
て
糸
を
通
し
ま
し
た
。
赤
や
黄

色
の
葉
を
次
々
と
つ
な
い
で
い
く
と
、

カ
ラ
フ
ル
な
服
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
ハ
ロ
ー
は
、
さ
っ
そ
く
服
を
着
て

み
ま
し
た
。
と
て
も
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

こ
れ
な
ら
は
り
が
立
っ
て
も
見
え
ま
せ

ん
。
な
ん
だ
か
友
だ
ち
に
話
し
か
け
る

ゆ
う
気
も
わ
い
て
き
ま
し
た
。
服
を
着

た
ハ
ロ
ー
を
見
つ
け
た
動
物
た
ち
が
、

ハ
ロ
ー
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

「
す
て
き
な
服
ね
。ど
こ
で
買
っ
た
の
。」

と
、
ス
ー
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

「
ぼ
く
が
作
っ
た
ん
だ
よ
。
作
っ
て
あ

　

げ
よ
う
か
。」

と
、
ハ
ロ
ー
は
ゆ
う
気
を
出
し
て
言
い

ま
し
た
。
ス
ー
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
で
す
。
ス
ー
ち
ゃ
ん
は
、
ハ
ロ
ー

が
服
を
作
る
こ
と
を
森
の
み
ん
な
に
広

め
て
く
れ
ま
し
た
。
次
か
ら
次
へ
と
動

物
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
は
、
服
屋
さ
ん
を
開
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
服
代
は
た
だ
で
す
が
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
で

き
る
と
こ
ろ
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
。
服
屋
に
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
動

物
た
ち
が
や
っ
て
来
る
の
で
、
ハ
ロ
ー

は
も
う
さ
み
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日

も
、
カ
ラ
フ
ル
な
服
を
い
そ
が
し
く
、

で
も
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
作
っ
て
い

ま
す
。

　

今
日
は
、
お
店
に
だ
れ
が
来
て
く
れ

る
の
か
な
。
ハ
ロ
ー
は
と
っ
て
も
楽
し

み
で
す
。

「
ハ
ロ
ー
の
お
店
や
さ
ん
」

﹇
創
作
童
話
の
部
﹈

小
学
校
低
学
年
の
部
　
最
優
秀
作
品

沖
郷
小
学
校
３
年
（
現
沖
小
４
年
）

　
　
　

桐　

真
祐
美

　受賞したときは「とても嬉し
かった」と答えてくれた真祐美
さん。物語が自然と頭に浮かび、
すらすらと書けたそうです。
　将来は卓球のオリンピック選
手と理科の先生になりたいと話
してくれました。素敵な夢に向
かって頑張ってくださいね。

【インタビュー】

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

8
15
22

7 9
16
23

29 30

21

14
21
28

⑥
⑬
⑳
㉗



問
・　

商
工
観
光
課
観
光
ブ
ラ
ン

ド
係
（
☎
40
|
８
２
９
５
）

　

子
ど
も
の
健
康
増
進
を
願
い
、

赤
湯
温
泉
ふ
る
さ
と
祭
り
で
受
け

継
が
れ
て
い
る
稚
児
行
列
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
対
象　

小
学
校
１
〜
４
年
生

◆
参
加
料　
２
０
０
０
円（
衣
装
代
）

◆
申
込
締
切　

８
月
23
日
㈭

問
・　

ふ
る
さ
と
祭
り
協
賛
会
事

務
局
（
赤
湯
公
民
館
内
）（
☎
43

|
３
４
６
６
）

　

受
給
資
格
や
所
得
状
況
の
確
認

の
た
め
、
現
在
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
方
は
「
現
況
届
」

を
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
「
所
得
状
況
届
」
を

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
、
８
月
初
旬
に
通
知

し
ま
す
。

◆
提
出
期
限

▽
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
31
日
㈮

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
９
月
10

　

日
㈪

※
提
出
が
遅
れ
る
と
、
８
月
分
以

　

降
の
手
当
の
支
払
い
が
差
し
止

　

め
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
・　

す
こ
や
か
子
育
て
課
子
ど

も
係
（
☎
40
|
１
６
８
９
）

　

８
月
13
日
㈪
〜
15
日
㈬
は
、
全

浴
場
と
も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
８
月
13
日
㈪
の
受
け
付
け
は
午

　

後
４
時
30
分
ま
で（
午
後
５
時
終

　

了
）で
、昼
時
間
も
休
み
ま
せ
ん
。

※
と
わ
の
湯
は
、
８
月
16
日
㈭
が

　

代
休
と
な
り
ま
す
。

問
赤
湯
財
産
区
温
泉
事
務
所
（
☎

43
|
２
１
５
６
）

　
　
　
　
　

早
朝
や
夜
間
の
鳥
よ

　
　
　
　

け
の
爆
音
機
の
使
用
に

　
　
　
　

対
し
て
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
爆
音
機
を
使
用
す

る
際
は
、
早
朝
や
夜
間
に
は
作
動

し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、周
辺
の

環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
農
業
振
興
係
（
☎
40
|

８
３
１
０
）

　

水
稲
の
病
害
虫
防
除
の
た
め
、

市
内
水
田
へ
の
無
人
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
に
よ
る
防
除
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
４
日
㈯
、
18
日
㈯

　

午
前
４
時
30
分
〜
正
午
頃

※
生
育
状
況
や
天
候
に
よ
り
日
程

　

の
変
更
あ
り
。

◆
散
布
区
域　

赤
湯
、

　

沖
郷
、
梨
郷
地
区

※
実
施
水
田
に
白
ま

　

た
は
青
色
の
三
角

　

旗
を
立
て
表
示
し

　

ま
す
。

問
JA
山
形
お
き
た
ま
南
陽
支
店

（
☎
45
|
３
０
０
０
）
※
実
施
日

は
（
☎
40
|
３
０
３
３
）

検
針
作
業
に
ご
協
力
を

　

夏
の
強
い
日
差
し
を
避
け
る
た

め
、
飼
い
犬
を
つ
な
ぎ
留
め
る
場

所
を
変
更
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
検

針
作
業
員

  

こ
う
し
ょ
う  

の
咬
傷
災
害
防
止
の
た

め
、
メ
ー
タ
ー
検
針
作
業
に
支
障

の
な
い
所
へ
つ
な
ぎ
留
め
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
犬
の
つ
な
ぎ
ひ
も
は
定
期

的
に
点
検
し
、
破
損
が
あ
る
場
合

は
取
り
替
え
る
等
、
作
業
が
安
全

に
行
え
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
東
北
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
|
１
７
５
|
４
６
６
）

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
法
務

局
が
現
地
に
お
け
る
筆
界（
境
界
）

の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で
す
。

　

隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
な

い
、
隣
地
の
所
有
者
と
筆
界
の
意

見
が
一
致
し
な
い
等
、
土
地
の
筆

界
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
は
左

記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
法
務
局
登
記
部
門
筆

界
特
定
室
（
☎
０
２
３
|
６
２
５

|
１
３
５
８
）

募
集

菊
ま
つ
り
臨
時
職
員

◆
業
務
内
容　

▽
①
施
設
管
理
業

　

務
等
▽
②
観
光
案
内
・
物
販
業

　

務
等

◆
雇
用
期
間　

▽
①
９
月
18
日
㈫

　

〜
11
月
16
日
㈮
▽
②
10
月
５
日

　

㈮
〜
11
月
11
日
㈰

◆
募
集
人
数　

①
②
若
干
名

◆
賃
金　

南
陽
市
一
般
事
務
補
助

　

員
賃
金
の
規
定
に
よ
る

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
４
時
30
分
（
土
・
日
曜
日

　

の
勤
務
あ
り
、
交
代
制
）

◆
勤
務
場
所　
菊
ま
つ
り
特
設
会
場

◆
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み

◆
申
込
締
切　

８
月
15
日
㈬
必
着

30.８.１（21） 30.８.１ （20）

Information

◆
活
動
内
容　

電
話
で
悩
み
を

　
「
傾
聴
」
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
応
募
資
格　

22
歳
〜
68
歳
の
心

　

身
と
も
に
健
康
な
方
で
、
い
の

　

ち
の
電
話
の
事
業
に
参
加
･
協

　

力
で
き
る
方

※
性
別
･
学
歴
･
職
業
不
問
。

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日
㈮

問
・　

社
会
福
祉
法
人
山
形
い
の

ち
の
電
話
事
務
局
（
☎
０
２
３
|

６
４
５
|
４
３
７
７
）

　

戦
没
者
の
遺
児
の
皆
さ
ん
が
、

家
族
の
眠
る
地
で
心
ゆ
く
ま
で
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地

の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

◆
対
象　

戦
没
者
の
遺
児

◆
参
加
費　

10
万
円

※
平
成
29
年
度
参
加
者
を
除
き
、

　

複
数
回
の
応
募
が
可
能
で
す
。

※
実
施
地
域
や
日
程
な
ど
、
詳
し

　

く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
・　

（
一
財
）
県
遺
族
会
（
☎

０
２
３
|
６
３
１
|
０
５
９
１
）

　

激
し
い
運
動
が
苦
手
に
な
っ
た

年
齢
の
方
に
お
勧
め
で
す
。

◆
期
日　
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

◆
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

◆
場
所　

梨
郷
公
民
館

◆
募
集
区
分　

消
防
士

◆
募
集
人
数　

４
人
程
度

◆
受
験
資
格　

▽
平
成
元
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
▽
採
用
後

　

に
南
陽
市
、
米
沢
市
、
高
畠
町
、

　

川
西
町
に
居
住
で
き
る
方
▽
普

　

通
自
動
車
運
転
免
許
（
AT
車
限

　

定
除
く
）
を
有
す
る
方
ま
た
は

　

取
得
見
込
み
の
方

◆
採
用
予
定
日　

平
成
31
年
４
月

　

１
日

◆
第
１
次
試
験
日　

９
月
23
日
㈰

◆
試
験
会
場　

千
代
田
ク
リ
ー
ン

　

セ
ン
タ
ー
（
高
畠
町
）

※
９
月
25
日
㈫
の
体
力
試
験
は
、

　

米
沢
市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

８
月
13
日
㈪
〜
９

　

月
７
日
㈮

◆
申
込
書
の
交
付
場
所　

▽
同
組

　

合
総
務
課
、
消
防
本
部
、
南
陽

　

消
防
署
、
南
陽
市
役
所
▽
同
組

　

合
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
・　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

総
務
課
（
☎
㉓
|
３
２
４
６
）

　
「
山
形
い
の
ち
の
電
話
」
は
、

電
話
で
の
対
話
を
通
じ
、
悩
ん
で

い
る
方
を
援
助
し
て
い
こ
う
と
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円
／
月

◆
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

　

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の

　

飲
み
物

問
・　

竹
原
熟
年
か
が
や
き
の
会

事
務
局
（
☎
47
|
７
１
３
１
）

◆
期
日　
▽
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜

　
日
▽
第
２
・
第
４
以
外
の
水
曜
日

◆
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時

◆
場
所　

宮
内
公
民
館

※
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・　

髙
橋（
☎
47
|
３
６
８
９
）

◆
期
日　

毎
週
木
曜
日

◆
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所　

沖
郷
中
学
校

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

※
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・　

橋
本（
☎
40
|
２
５
５
９
）

申申

申

申申

申 申

申申
爆
音
機
の
使
用
に
注
意

検
針
作
業
に
ご
協
力
を

将
棋
ク
ラ
ブ「
将
友
会
」会
員

太
極
拳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

南陽市役所代表（☎40－3 2 1 1）　問は問合せ先、　は申込み先申

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

山
形
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
衆
浴
場
は
お
盆
も

休
ま
ず
営
業
し
ま
す

健
康
ヨ
ー
ガ
教
室
参
加
者

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
参
加
者

水
稲
病
害
虫
の
無
人
ヘ
リ

防
除
作
業
に
ご
協
力
を

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
解
決

に
は
「
筆
界
特
定
制
度
」

第
41
回
赤
湯
温
泉
ふ
る
さ

と
祭
り
稚
児
行
列
参
加
者

お
知
ら
せ

広
　
告

広
　
告

菊
ま
つ
り
臨
時
職
員

募
集

南陽市消費者連合会

　大手クレジットカード会社を装い、「カード利用お知らせメール」と
称するメールの送り付け事案が発生しました。十分注意しましょう。
【注意点】
①相手のメールアドレスの＠以降の文字（ドメイン）が本物と同じ
②誤ってメールの「リンク先」をクリックすると、悪質なファイルのダ
　ウンロード画面が開いてしまいます
③ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）を送り付け、電話連絡を促す
　場合もあります。決して連絡しないようにしましょう

かしこい消費者
大手クレジットカード会社をかたる
本物そっくりの不審なメールに注意！

問市民課生活係（☎40－８２５５）

　少しでも「おかしいな」「怪しいな」と感じたら、下記に相談ください
▽消費者ホットライン（☎１８８）
▽置賜消費生活センター（☎㉔－０９９９）
▽市民課生活係・消費生活相談員（☎40－８２５５・市役所２番窓口）

い や や ！

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

西
日
本
を
中
心
と
し
た
７
月
６
日
㈮
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
の
た
め
に
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◆
受
付
期
間　

12
月
28
日
㈮
ま
で

　

◆
時　
　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

◆
場　
　

所　

福
祉
課
社
会
係
（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）

問
福
祉
課
社
会
係
（
☎
40
|
１
６
３
９
）



◆
場
所　

太
陽
の
里
ふ
た
ば

◆
内
容　

屋
台
、
催
し
物
等

問
太
陽
の
里
ふ
た
ば
（
☎
59
|
４

３
３
３
）

【
赤
湯
温
泉
観
光
朝
市
】

◆
日
時　

５
日
㈰
、
19
日
㈰
午
前

　

６
時
〜
７
時
30
分

◆
場
所　

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
駐
車
場

【
り
ん
ご
う
朝
市
】

◆
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

　

〜
８
時

◆
場
所　

の
川
や
駐
車
場　

【
げ
ん
き
熊
野
市
】

◆
日
時　

18
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

　

午
頃

◆
場
所　

き
ら
や
か
銀
行
宮
内
支

　

店
付
近

問
南
陽
の
朝
市
運
営
協
議
会
（
☎

47
|
２
３
７
６
）

◆
期
間　

８
月
27
日
㈪
〜
９
月
７

　

日
㈮
の
う
ち
８
日
間

◆
場
所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

　

プ
ラ
ザ

◆
内
容　
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成

◆
対
象　

55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
登
録
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　

の
求
職
中
の
方

◆
受
講
料（
教
材
費
含
む
）　

無
料

◆
申
込
締
切　

８
月
17
日
㈮

問
・　

（
公
社
）
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎
０
２
３

|
６
２
６
|
３
５
６
６
）

◆
日
時　

９
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所　

県
聴
覚
障
が
い
者
情
報

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
）

◆
内
容　

手
話
通
訳
お
よ
び
要
約

　

筆
記
の
サ
ポ
ー
ト
の
つ
い
た
IT

　

基
礎
技
能
の
演
習

◆
対
象　

聴
覚
障
が
い
者
の
方
で

　

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
IT
機
器
初

　

心
者
の
方

◆
定
員　

先
着
５
人

◆
申
込
締
切　

８
月
29
日
㈬

問
・　

県
聴
覚
障
が
い
者
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
|
６
６

６
|
７
６
１
６
）

◆
日
時　

８
月
25
日
㈯
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所　

結
城
豊
太
郎
記
念
館

◆
内
容　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

　

を
作
り
、
飛
ば
し
て
遊
び
ま
す

◆
定
員　

小
学
生
先
着
20
人

◆
参
加
料　

２
０
０
円

◆
申
込
期
間　

８
月
11
日
㈯
か
ら

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
ぬ
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
も
構

　

わ
な
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

問・　

結
城
豊
太
郎
記
念
館（
☎・

℻
43
|
６
８
０
２
）

　

赤
湯
温
泉
旅
館
女
将
の
三
味
線

を
伴
奏
に
歌
っ
た
り
、民
話
会
ゆ
う

づ
る
の
語
り
部
に
よ
る
懐
か
し
い

語
り
を
聞
い
た
り
で
き
る
催
し
で
す
。

◆
日
時　

８
月
10
日
㈮
午
後
８
時

　

〜
９
時

◆
場
所　

ゆ
ー
な
び
か
ら
こ
ろ
館

※
予
約
不
要
、
参
加
料
無
料
。

問
ゆ
ー
な
び
か
ら
こ
ろ
館
（
☎
43

|
３
１
１
４
）

◆
日
時　

８
月
14
日
㈫
午
後
４
時

　

30
分
〜
８
時
50
分（
雨
天
決
行
）

◆
場
所　

沖
郷
公
民
館
前
駐
車
場

◆
内
容　

屋
台
、
抽
選
会
、
花
火

　

大
会
、
鍋
田
念
仏
踊
り
、
消
防

　

団
第
６
分
団
に
よ
る
は
し
ご

梯
子
乗
り
、

　

こ
ど
も
神
輿
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
等

問
沖
郷
公
民
館（
☎
43
|
２
３
２
４
）

◆
日
時　

８
月
12
日
㈰
午
後
４
時

　

〜
10
時　

◆
場
所　

赤
湯
温
泉
大
通
り

※
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
付
近
の
県
道
は
、

　

歩
行
者
天
国
と
な
り
ま
す
。

◆
内
容
・
時
間　

▽
ビ
ン
ゴ
大

　

会（
２
回
）・
午
後
６
時
30
分
／

　

８
時
▽
七
一
登
梯
組
に
よ
る
梯

　

子
乗
り
・
午
後
７
時　

等

※
消
防
車
・
自
衛
隊
車
輌
を
展
示

　

し
ま
す
（
雨
天
時
・
災
害
発
生

　

時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
）。

問
後
藤
（
☎
０
９
０
|
８
７
８
４

|
８
６
６
２
）

太
陽
の
里
ふ
た
ば
夏
ま
つ
り

◆
日
時　

８
月
19
日
㈰
午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時　

◆
定
員　

先
着
25
人
程
度　

◆
受
講
料　

無
料

※

昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

研
修
後
、希
望
者
は「
森
の
案
内

　

人
」
と
し
て
登
録
で
き
、
後
日

　

県
よ
り
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

問
・　

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備

課
（
☎
35
|
９
０
５
３
）

　

米
沢
検
察
審
査
協
会
は
、
検
察

審
査
員
、
同
補
充
員
任
期
修
了
者

の
有
志
で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

審
査
会
制
度
を
広
く
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
制
度
周
知
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
所
で
の
傍
聴
を
経

験
し
な
が
ら
制
度
の
普
及
発
展
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
・　

米
沢
検
察
審
査
協
会
・
伊

藤
（
☎
43
|
４
８
３
４
）

◆
日
時　

８
月
22
日
㈬
、
９
月
19

　

日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所　

宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

南
陽

問
・　

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

南
陽
地
区
事
務
所
（
☎
40
|
３
８

８
０
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

８
月
23
日
㈭

◆
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
場
所　

赤
湯
公
民
館

◆
対
象　

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校

　

の
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
等

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
に

　

連
絡
が
あ
れ
ば
、
当
日
ス
ム
ー

　

ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

問
・　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
・
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉑
|
６
４
３
６
・

　

info@
npo-karakoro.com

）

◆
日
時　

８
月
19
日
㈰
午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所　

あ
こ
や
会
館（
山
形
市
）

◆
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
方

◆
定
員　

12
人

◆
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
℻
で

　
ふ
り
が
な

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
左

　

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

８
月
17
日
㈮

問
・　

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
☎
０
２
３

|
６
１
５
|
８
７
５
５
・
℻
０
２

３
|
６
６
５
|
５
４
９
８
）

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

◆
期
日　

▽
①
８
月
６
日
㈪
▽
②

　

９
月
10
日
㈪

◆
時
間
・
内
容　

▽
午
前
10
時
30

　

分
〜
11
時
30
分
・
セ
ミ
ナ
ー
▽

　
正
午
〜
午
後
２
時
・
個
別
相
談
会

※

い
ず
れ
か
一
方
の
み
の
参
加
も
可
。

※

セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
み
事
前
申
し

　

込
み
が
必
要
で
す
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
内
容　

▽
①
「
お
仕

　

事
で
も
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
」
▽
②
「
就
職
活
動
の

　

基
本
と
ポ
イ
ン
ト
を
知
ろ
う
！
」

◆
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

◆
対
象　

就
職
を
考
え
て
い
る
子

　

育
て
中
の
女
性

◆
セ
ミ
ナ
ー
定
員　

５
人

※

受
講
・
相
談
中
は
保
育
ス
タ
ッ
フ

　

が
お
子
さ
ん
を
見
守
り
し
ま
す
。

問
・　

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
山
形
（
☎
０
２
３
|
６
６
５
|

５
９
１
５
）

　

突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
人
の
生
命
を
救
い
社
会
復

帰
へ
導
く
た
め
に
、
あ
な
た
が
行

う
応
急
手
当
や
救
命
処
置
が
大
き

く
役
立
ち
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

の
使
い
方
、け
が
の
応
急
手
当
等

◆
講
習
時
間　

▽
普
通
救
命
講
習

　

会
＝
３
時
間
▽
救
命
入
門
コ
ー

　

ス
＝
90
分

問
・　

南
陽
消
防
署
（
☎
43
|
３

５
０
０
）

　

森
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

◆
日
時　

９
月
１
日
㈯
午
前
９
時

　

15
分
〜
午
後
４
時

◆
場
所　

源
流
の
森
セ
ン
タ
ー

　
（
飯
豊
町
）

◆
内
容　

▽
案
内
人
の
活
動
を
知

　

る
▽
森
林
講
座
▽
安
全
研
修

◆
対
象　

高
校
生
以
上
の
方
で
、

　

森
づ
く
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

30.８.１（23） 30.８.１ （22）

Information
米
沢
検
察
審
査
協
会
会
員
等

不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

聴
覚
障
が
い
者
IT
講
習
会

沖
郷
ふ
る
さ
と
祭
り

８
月
の
南
陽
の
朝
市

赤
湯
温
泉
花
ま
つ
り

太
陽
の
里
ふ
た
ば
夏
ま
つ
り

大
正
ロ
マ
ン
＆
民
話
の
夕
べ

南陽市役所代表（☎40－3 2 1 1）　問は問合せ先、　は申込み先申

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
で

悩
ん
で
い
る
方
へ

55
歳
以
上
限
定

就
職
応
援
技
能
講
習
会

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

（
森
の
案
内
人
）
養
成
講
座

土
曜
自
由
塾「
と
ば
そ
う
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

結
婚
相
談
会
（
無
料
）

相
談

応
急
手
当
講
習
会

講
座
・
催
し

【やまがた企業イクボス同盟加盟
  企業募集】
　男女がともに家庭生活と仕事を両立で
きる社会の実現を目指し、県知事などが
発起人となり「やまがた企業イクボス同
盟」を設立しました。
◆「イクボス」とは
　部下のワーク･ライフ・バランスを考
え、その人のキャリアと人生を応援しな
がら組織の業績と結果を出し、自らも仕
事と私生活を楽しむことができる経営者
や上司のことです。
◆加盟対象　県内に事業所を有し、同盟
　の趣旨に賛同する企業・団体等
※加盟企業同士での情報交換会など、さ
　まざまなメリットがあります。

※応募方法などは県ＨＰを
　ご覧ください。

【山形いきいき子育て応援
  企業募集】
　県では、女性の活躍推進・
家庭と仕事の両立支援等に
積極的に取り組む企業を「山形いきいき
子育て応援企業」として登録・認定し、
奨励金などの交付によって支援を行って
います。
※応募要件、応募方法、支援措置の内容
　など、詳しくは県ＨＰをご覧ください。

問・　県子育て推進部若者活躍・男女共
同参画課（☎０２３－６３０－２１０１）

山形県は、男女共同参画・子育て推進企業を応援します

◆時間　午後１時30分～３時30分（②は４時30分まで）
◆場所　赤湯公民館 （②は南陽市役所に集合してバス移動）
◆定員・参加料　先着40人・２,５００円（初回講座でお支払いください）
※④は無料。１回のみ（５００円）の受講も可。
◆申込方法　電話、メール、または所定の申込書（ホームページでダウン
　ロード可）に記入のうえ、下記または各地区公民館に申し込み
◆申込締切　８月23日㈭
問・　社会教育課社会教育係
（☎40－８９９２・　syakyo1@city.nanyo.yamagata.jp）

市民大学講座「なぞとき！歴史散歩  南陽市  パート４」

申

申

申

申 申

申

申

申

申

申

申

申

●
サ
ロ
ン
銀
杏

▽
入
木
会
・
墨
心
会
書
道
作

　

品
展

◆
場
所　

宮
内
公
民
館
（
☎

　
47
|
３
１
１
２
）

●
病
院
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
宮
内
公
民
館
絵
画
教
室
作

　

品
展

▽
小
川
弘
写
真
展

◆
場
所　

公
立
置
賜
南
陽
病

　

院
（
☎
47
|
３
０
０
０
）

８
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

◆期日・内容等
期日 内容 講師

①

⑥
⑤
④
③
②

８月25日㈯
９月22日㈯
９月29日㈯ うきたむの古墳時代 ―長岡古墳群の成立と展開― 佐藤鎭雄

製糸業隆盛の遺産 ―漆山多勢家を中心に― 髙岡亮一

出羽三山の歴史と信仰
鉱山とともに歩んだ吉野地区
【公開講座】明治１５０年、戊辰戦争と南陽

【現地研修】漆山地区の歴史遺産をめぐる

佐藤庄一
小形芳美
須崎寛二

島貫満

10月13日㈯
10月27日㈯
11月10日㈯
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ん
よ
う
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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2 Pick up
  白岩市政２期目スタート
3 ブロック塀の安全点検をお願いします
4 置賜定住自立圏構想
8 えくぼ絵画展入賞作品紹介
10 芸術文化協会だより
24 シェルターなんようホール情報　ほか
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10 芸術文化協会だより
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夏って
　 楽しい～

今月の表紙
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
市
民
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

７
月
９
日
㈪
に
は
、
赤
湯
ふ
た

ば
保
育
園
の
年
中
・
年
長
児
約

90
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
気
温
が
30
度
近

く
ま
で
上
昇
し
、
絶
好
の
プ
ー

ル
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
、「
冷
た
く
て
気
持
ち

良
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、

バ
タ
足
を
し
た
り
、
水
を
か
け

合
っ
た
り
、
潜
っ
て
み
た
り
と

大
は
し
ゃ
ぎ
。
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
か
の
よ
う
に
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
市
民
プ
ー
ル
は
８
月
31
日
㈮

（
13
日
㈪
を
除
く
）
ま
で
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

続
く
暑
い
夏
。
気
軽
に
利
用
で

き
る
市
民
プ
ー
ル
で
、
こ
の
夏

を
快
適
に
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

夏
、
真
っ
盛
り

南
陽
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

泫掲載内容は７月23日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳細は主催者等に問い合わせください。

シェルターなんようホール（文化会館）情報月8
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

休館日

休館日

休館日

休館日

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）14:00～20:00和室

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～19:00和室

夏の振袖フェア 南陽 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～18:00和室

リフォーム相談会（～19日） 住友不動産㈱（☎023-647-8155）10:00～16:00展示
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ダンス練習 18:00～21:00 アップキッズダンススクール
（☎080-5741-4145）練２

「ワンピース音宴」リハーサル合宿
（７月16日～８月５日） シェルターなんようホール（☎40-1222）

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１
13:15～15:30平成30年度合同芸術教室 県立長井工業高等学校（☎0238-84-1662)大ホ

 9:15～12:00 受診該当幼児１歳児健康相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:00～16:00 受診該当幼児３歳児健康診査 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:20～16:00 受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

 9:15～12:00 受診該当幼児２歳児歯っぴー教室 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

10:00～19:30須田眞美子ピアノセミナー（～25日） おおはざま しゅこ（☎090-1933-6390)小ホ

16:00～17:00ヤングアメリカンズワークショップ説明会 ヤングアメリカンズ山形（☎090-3531-3712）練１

9/29「Little Glee Monsterコンサート」
チケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ 6,980円窓口

12/１「天使のおくりもの　聖なるクリスマス」
コンサートチケット市民先行販売（～17日） シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～ 市民・3,600円窓口

12/１「天使のおくりもの　聖なるクリスマス」
コンサートチケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ 3,600円窓口

10/20「ディズニー・オン・クラシック」
チケット一般販売開始 シェルターなんようホール（☎40-1222）10:00～ S席8,300円窓口

開演17:00
（開場16:30） シェルターなんようホール（☎40-1222）※チケット完売今井美樹CONCERT TOUR 2018 "Sky" 大ホ

2019/1/20「MISIAコンサート」
チケット市民先行販売（～24日） シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～ 市民・8,800円窓口

10:00～16:30健康まちづくりイベント カーブス南陽長岡（☎50-1080）練１

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

保護者のための就職ガイダンス ㈱マイナビ（☎022-213-8019）19:00～20:30練１

講座「なぜ生きるに学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎023-688-7166)10:00～15:30会１

講座「なぜ生きるに学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎023-688-7166)10:00～15:30会１

ダンス練習 アップキッズダンススクール19:00～21:00練２

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ダンス練習 アップキッズダンススクール19:00～21:00練２
バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１
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